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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２４年１月分） 

２０２４年２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●選挙法改正に係る動向（１８日～２９日） 

 （１）与党による動向 

 与党連合は大統領評議会メンバーの選出方

法変更等の政治的な部分の改正も見据えつ

つ協議を行い、１８日にＲＳのラクタシにおい

て行われた与党会合後、党首陣は２月末まで

に改革の合意ができると述べた。メディアによ

り報じられたところによると、選挙制度の改革

には足きりライン（現在、一律３％）の引き上げ

（地方選挙４％、国政選挙５％）、義務投票制

及び無投票への罰金導入、非拘束名簿式比

例代表制から厳正拘束名簿式への変更、大

統領評議会クロアチア系メンバーの選出に関

して、クロアチア系多数派地域での得票の条

件付け等が含まれている。 

 その後の２９日、サラエボにおいてボシュニ

ャク系を中心とする与党の呼びかけにより、憲

法改正等も含む選挙改革に関する会合が開

催されたが、野党は全て欠席した。 

 昨年１２月１９日にシュミット上級代表は選挙

法の技術的改正に係るボン・パワー行使の可

能性を示唆していたが、同日、国政与党によ

る選挙改革への努力を評価しつつ、引き続き

状況を注視していくと発言し、当面状況を見守

る姿勢を示した。 

（２）SDA による選挙法改正案 

 昨年１２月のシュミット上級代表の発言を受

け、ＳＤＡ提案の選挙法改正案が議会で審議

されたが、３１日のＢＨ上院会合において緊急

採択プロセスでの議論を取りやめ、通常の採

択プロセスに乗せることが決定したため、今回

のセッションでの採択には至らず（廃案とはな

っていない）。これを受け、ＳＤＡはシュミット上

級代表によるボン・パワーの行使を要請した。 

●ＥＵ加盟に係る重要法案の採択（３１日） 

 ３１日のＢＨ上院セッションにて、高等司法検

察評議会（ＨＪＰＣ）法改正案が採択されたほ

か、公務員法改正案が第一読会にて可決さ

れた。他方、資金洗浄防止法については、上

院全体の過半数の賛成は得られたものの、セ

ルビア系の反対によりエンティティ票（法案の

採択には、全体の過半数＋各エンティティの３

分の１以上の賛成が必要）が不足し、議長団

による調整が行われることとなった。調整に成

功すれば採択となり、失敗すればＢＨ下院か

ら通常の採択プロセスで再度議論を行う必要

がある。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦予算の採択（２５日） 

 ２５日、ＢＨ連邦上院において今年度の連邦

予算案が採択された。総額は約７４億ＫＭとな

り、過去最高額。特に農業、年金、傷痍軍人

への支援、出生率向上、文化プロジェクト等に

対する割り当て等が前年比で増額となってい

る。 

●百日咳及び麻疹の流行（２５日） 

 ＢＨ連邦のトゥズラ・カントンでは特に子供の

間で百日咳及び麻疹が増加傾向にあり、サラ

エボ・カントンでも症例が報告されている。ＷＨ

Ｏサラエボ事務所は麻疹の流行を受け、ワク

チン接種を呼び掛けると共に、ＢＨ保健当局

に対して接種状況の調査と防疫措置を講じる

よう求めた。ＢＨにおけるＭＭＲワクチンの接

種率は６割程度に留まっており、感染拡大を

防ぐために必要な水準に達していない。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●「ＲＳの日」祝賀行事の開催（９日） 

 ９日、ＲＳ各地にて「ＲＳの日」（ＢＨ憲法裁判

所が複数回違憲判決を下したもの）祝賀行事
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が開催され、メインとなる行進等の行事がバ

ニャ・ルカにて開催された。行事にはセルビア

からオルリッチ国民議会議長、ブチェビッチ国

防大臣等が出席したほか、オルバーン・ハン

ガリー首相（出席はなし）に対するＲＳ最高勲

章の授与が決定された。 

 これに対し、当地米国大は「ＲＳの日」の祝

賀を特定宗教の祝日と結びつけることは違憲

であり、憲法裁判所判決の不履行は犯罪であ

るとして厳しく批判。反デイトン的行為には相

応の対応を取ると表明した。 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●フォン・デア・ライエン欧州委員長等のＢＨ

訪問（２２～２３日） 

 ２２～２３日、フォン・デア・ライエン欧州委員

長が、ルッテ蘭首相及びプレンコビッチ・クロア

チア首相とともにＢＨを訪問し、ＢＨ大統領評

議会３メンバー、クリシュト閣僚評議会議長、

シュミット上級代表等と会談した。 

 フォン・デア・ライエン欧州委員長はＢＨがＥ

Ｕ加盟に向けて成し遂げている成果を評価す

る一方、特に法の支配等の分野ではさらなる

努力が必要と指摘した。 

 また、プレンコビッチ首相は大統領評議会メ

ンバーとの会談を欠席し、その後の日程より

合流した。会見において同首相は、コムシッチ

大統領評議会クロアチア系メンバーがＢＨの

クロアチア系住民の意思により選ばれていな

いとして、同メンバーの正当性を受け入れな

いというクロアチア政府の立場を強調した。 

●国連における対ロシア非難決議に関する動

向（２２日） 

 ２２日、ウクライナ情勢に関する国連安保理

会合に先立ち、米、英、日等の４７か国及びＥ

Ｕは、ロシアによるウクライナ侵略、及びイラン、

ベラルーシ、北朝鮮によるロシアへの武器供

与について共同の非難声明を発出した。右声

明にはＢＨも加わった一方、セルビア及びロシ

アは加わらなかった。 

 ドディックＲＳ大統領及びツビヤノビッチＢＨ

大統領評議会セルビア系メンバーは、ＢＨの

外交政策の決定には大統領評議会における

３民族のコンセンサスが必要であるが、今般

の非難声明への賛成にはそれがなかったとし

て、ラグムジヤ駐国連ＢＨ大使を批判した。 

●ＥＵＦＯＲ司令官交代式（３１日） 

 ３１日、ＥＵＦＯＲ司令官の交代式が実施され、

新たにシュティッツ司令官（ハンガリー）が就任

した。就任式にはノヴァーク・ハンガリー大統

領及びサライ＝ボブロヴニツキ同国防相も出

席した。 

（２）二国間関係 

●米軍・ＢＨ軍共同演習の実施（８日） 

 ８日、「ＲＳの日」直前に、トゥズラ及びブルチ

ュコ特別区においてＢＨ軍と米軍の統合末端

攻撃統制官（ＪＴＡＣ）部隊による共同演習が

実施され、Ｆ－１６戦闘機による試験飛行が行

われた。本演習は、西バルカンの平和と安全

保障への貢献及び、ＲＳの分離主義的動向が

高まる中、米国によるＢＨの領土一体性への

コミットメントを示すための協力の一環として行

われたもの。これを受け、ドディックＲＳ大統領

は、米国がＲＳに対する「ハイブリッド戦争」を

主導しているとして強く批判した。 

●英国によるＲＳ企業への制裁（１５日） 

 １５日、英国外務・英連邦・開発省は、「ＲＳ

の日」祝賀行事の企画に関わり、ＢＨの憲法

秩序及び平和と安定を脅かしたとして、マーケ

ティング企業である Mania 社への経済制裁を

発表した。 
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●チェコ欧州担当大臣のＢＨ訪問（２５日） 

 ２５日、ドヴォジャーク・チェコ欧州担当大臣

がＢＨを訪問し、ベチロビッチＢＨ大統領評議

会メンバー及びコナコビッチ外相と会談した。

ドヴォジャーク大臣は、チェコとしてＢＨの主権

と領土一体性を尊重し、ＢＨには現在、分離主

義的動向等の憂慮すべき動向も存在している

と述べつつ、引き続きＢＨのＥＵ加盟を支持し

ていくと強調した。 

●ハンガリー大統領及び閣僚等のＢＨ訪問（２

６日～３１日） 

 ２６日、シーヤールトー・ハンガリー外務貿易

大臣がＢＨを訪問し、コナコビッチ外相及びド

ディックＲＳ大統領と会談した。外相会談にお

いて、ハンガリー外務貿易省からＢＨ外務省

への支援に係るアクション・プランへの署名が

実施された。 

 その後、３０日～３１日には、ノヴァーク・ハン

ガリー大統領及びサライ＝ボブロヴニツキ同

国防相がＥＵＦＯＲ司令官交代式への出席の

ためＢＨを訪問。ノヴァーク大統領はＢＨ大統

領評議会メンバー、クリシュトＢＨ閣僚評議会

議長及びシュミット上級代表とそれぞれ会談し

たほか、両国国防相による会談も実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●在つくばＢＨ名誉領事の就任（２２日） 

 ２２日、茨城県つくば市の株式会社ジェ

イ・アイ・エム社内に在つくばボスニア・ヘ

ルツェゴビナ名誉領事館が開設され、池

田時浩代表取締役が名誉領事に就任し

た。池田代表取締役の就任式は駐日ＢＨ

大使館にて執り行われ、ブルジッチＢＨ外

務省大臣官房長より任命書が手交され

た。 

 

●在和歌山ＢＨ名誉領事の就任（２４日） 

 ２４日、在和歌山ＢＨ名誉領事館が開設

され、長井保夫・株式会社プラム食品会長

（同県上富田町）が名誉領事に就任した。

和歌山県ではすさみ町とイェゼロ市の姉

妹都市協定が締結されるなどＢＨとの交

流が活発に実施されており、両国関係の

発展に対する長井会長の多大な貢献に対

し、今般の名誉領事への任命が決定した

もの。 

 名誉領事任命式は和歌山市内の名誉領

事館にて実施され、ブルジッチＢＨ外務省

大臣官房長より任命書が授与された。 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２３年１２月の産業生産指数は、季節調

整後数値で前月比２．０％のマイナス。また、

前年同月比１２．６％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２３年１１月の失業者登録数は３４万４６６

６人（うち女性２０万１，５７９人）で、前月比で０．

４％マイナス、前年同月比で２．８％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２３年１１月の平均給与（手取り）は１，３０

４ＫＭで、前年同月比で１１％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２３年１２月の消費者物価指数は前月比

で０．２％のマイナス。また、前年同月比で平

均２．２％の上昇。食料品・ノンアルコール飲

料の価格は前月比０．２％のプラス。 

●貿易収支 

 ２０２３年１月～１２月のＢＨからの輸出総額

は１６７億ＫＭ（前年同期比７．２１％減）、ＢＨ

への輸入総額は２７７．６８億ＫＭ（前年同期

比３％減）。貿易収支は１１６．８億ＫＭの赤字。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●ＢＨ公共放送の財政難（１２日） 

 １２月３１日、ＢＨ公共放送（ＢＨＲＴ）と受信

料 の 回 収 を 代 行 す る Ｂ Ｈ 電 力 公 社

（Elektroprivreda）との契約が切れ、その後更

新が行われなかった。１月の電力公社の請求

書には、従来含まれていた受信料が含まれて

おらず、ＢＨＲＴの収入源が途絶える形となっ

ている。同社をめぐっては、セルビア系及びク

ロアチア系による受信料の未払い等による財

政難が慢性化し、２０２２年４月には一時的に

口座が凍結される事態にも陥った。１月１２日、

ＢＨＲＴ労働組合はＢＨ各レベルの政府に対し

て、受信料回収代行契約に至急署名するよう

呼び掛けた。 

（３）経済協力 

●サラエボ市新型トラムの試験走行（３１日） 

 ３１日深夜、ＥＢＲＤの融資により調達された

サラエボ市新型トラム（スイス・シュタッドラー

社製）の試験走行が実施された。今後、さらに

各種の試験を実施後、実際の運用を開始する

予定。 

（４）民間セクター 

●ライファイゼン銀行による電気自動車の充

電ステーション設置（１６日） 

 ライファイゼン銀行（本社：オーストリア）は、

二酸化炭素排出量削減及び大気汚染防止の

ための取り組みの一環として、サラエボ及び

モスタルの本店前に電気自動車の充電ステ

ーションを設置した。ステーションは利用客の

みならず全市民に開放され、使用は無料。消

費者に対して電気自動車の購入を促す狙い

がある。 

 ライファイゼン銀行は環境のための取り組み

を多く導入しており、自社へのソーラーパネル

の設置、社用車への電気自動車の導入、市

内へのリサイクルマシーン設置等を実施して

いる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


